
「
富
田
林
市
わ
が
ま
ち
事
業
者	

パ
ー
ト
ナ
ー
」
制
度
を
創
設

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　
既
存
の
情
報
発
信
（
市
広
報
誌
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
）

に
加
え
て
、「
富
田
林
市
わ
が
ま
ち

事
業
者
パ
ー
ト
ナ
ー
」
へ
登
録
し

た
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
、
事
業
者

支
援
や
市
の
事
業
へ
の
協
力
店
舗

募
集
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
、
郵

送
な
ど
に
よ
り
直
接
お
届
け
し
ま

す
。

登
録
対
象　
市
内
に
店
舗
・
事
業

所
を
有
す
る
事
業
者

登
録
方
法　
専
用
登
録
フ
ォ
ー
ム

〔https://logoform
.jp/form

/
SM

km
/60436

〕か
ら
登
録
で
き

ま
す
（
下
図
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
）。

※
商
工
観
光
課
で
配
布
す
る
申
込

書
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
（
内
線
４
９
２
、 

４
９
３
）

自動通話録音装置の貸し出し
　高齢者を狙った還付金詐欺などの特殊
詐欺被害防止を図るため、自宅の固定電
話に接続する自動通話録音装置を無料で
貸し出しています。　
対象者　市内在住で、申し込み時点で次
のいずれかに該当する世帯　
①65歳以上のみの世帯、②日中に65歳
以上の人のみになる世帯
※申し込み方法など詳しくは、お問い合
わせください。

問危機管理室（内線9503）

　
富
田
林
市
内
の
特
殊
詐
欺
の
発
生

状
況
は
、
昨
年
中
、
13
件
認
知
し
て

お
り
、
被
害
金
額
は
約
１
８
０
０
万

円
で
す
。
一
昨
年
と
比
較
す
る
と
、

被
害
金
額
が
約
６
０
０
万
円
増
加
し

て
い
ま
す
。（
速
報
値
〔
１
月
８
日

現
在
〕）

　
そ
の
う
ち
の
手
口
で
見
ま
す
と
、

還
付
金
詐
欺
が
10
件
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
還
付
金
詐
欺
の
手
口
を
紹
介
し
ま

す
と
、
市
役
所
職
員
、
金
融
機
関
職

員
な
ど
に
な
り
す
ま
し
て
、「
医
療

費
（
保
険
料
）
を
払
い
過
ぎ
て
お
り
、

還
付
金
が
あ
り
ま
す
。
期
限
が
過
ぎ

て
い
ま
す
が
、
本
日
中
で
あ
れ
ば
Ａ

Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
で
き
ま
す
。」
な
ど
と

言
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
誘
導
し
、
犯
人

の
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

詐
欺
犯
人
（
か
け
子
）
か
ら
の
電

話
な
ど
の
特
徴

〇
丁
寧
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
話
し

方
…
話
し
方
を
丁
寧
に
す
る
こ
と

で
、
本
当
の
市
役
所
職
員
だ
と
信

用
さ
せ
る

〇「
青
色（
緑
色
）の
封
筒
を
送
っ

て
い
ま
す
が
、
届
い
て
い
ま
せ
ん

か
」
…
被
害
者
の
落
ち
度
で
手
続

き
が
遅
れ
て
い
る
と
思
わ
せ
る

〇
「
返
金
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す

が
、
今
日
な
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き

で
き
ま
す
」
…
急
が
な
い
と
お
金

が
戻
っ
て
こ
な
い
と
思
わ
せ
、
落

ち
着
い
て
考
え
る
時
間
を
与
え
な

い〇
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
出
て
き
た
明
細

は
、
個
人
情
報
で
す
の
で
破
っ
て

捨
て
て
く
だ
さ
い
」
…
明
細
を
確

富田林警察署
山㟢生活安全課長

認
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
被
害
者
に

「
実
際
は
お
金
を
振
り
込
ん
で
い

る
」
こ
と
に
気
付
か
せ
な
い

　
被
害
に
遭あ

わ
な
い
た
め
に
は
、

在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
に
設
定

し
、
知
り
合
い
以
外
の
電
話
に
は

出
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
携
帯
電
話

で
通
話
を
し
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操

作
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
場
合

に
は
、
そ
の
人
に
声
を
掛
け
て
、

警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
一
人
で
も
富
田
林
か
ら
、
い
や

大
阪
か
ら
被
害
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
令
和
４
年
１
月
８
日
寄
稿
）

「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
」
は
間
違
い
な
く
詐
欺
で
す
！

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
還
付
金
の
手
続
き
は
絶
対
に
出
来
ま
せ
ん
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
便
乗
し
た
詐
欺
な
ど
も
発
生
し
て

い
る
中
で
、
特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
富
田
林
警
察
署

か
ら
そ
の
対
策
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

～
還
付
金
詐
欺
対
策
に
つ
い
て
～
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令和３年令和３年
　
令
和
３
年
の
市
消
防
白
書
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は
令

和
２
年
か
ら
2
件
減
少
し
て
23
件

で
、
死
者
は
０
人
、
負
傷
者
は
４

人
、
損
害
額
は
約
８
７
６
万
円
で

し
た
。

　
火
災
の
内
訳
は
、
建
物
火
災
15

件
、車
両
火
災
１
件
、そ
の
他
の
火

災
が
７
件
で
し
た
。
こ
れ
ら
を
原

因
別
に
み
る
と
、
多
い
も
の
か
ら
、

電
気
関
係
、
枯
れ
草
焼
き
、
放
火

（
放
火
の
疑
い
含
む
）、
ガ
ス
コ
ン

ロ
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
季
は
、火
を
使
う
機
会
も
多

く
、空
気
が
乾
燥
し
、火
災
の
発
生

し
や
す
い
時
季
で
す
の
で
、な
お
一

層
の
火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、市
内
で
の
救
急
車
の
出

動
件
数
は
５
６
４
６
件
で
、令
和
２

年
よ
り
３
２
２
件
増
加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
訳
は
、
急
病
３
７
７
１

件
、一
般
負
傷
９
７
３
件
、
交
通

事
故
４
２
３
件
、
そ
の
他
４
７
９

件
で
し
た
。

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た
と

き
に
は
早
め
に
近
く
の
医
療
機
関

を
受
診
し
、
救
急
車
の
適
正
利
用

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
消
防
本
部
警
備
救
急
課 

〔
☎

（23）
１
１
２
５
〕

消防白書消防白書

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
～
７
日

　
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し

や
す
い
こ
の
時
季
に
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
の
発
生
を
防
ぎ
、
被
害

の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
に
火
災
予
防
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
３
月
１
日
㈫

～
７
日
㈪
に
、
全
国
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
火
災
防
止

対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活
動
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

問
市
消
防
本
部
予
防
課
〔
☎

（23）

１
１
２
４
〕

「
お
う
ち
時
間　
家
族
で
点
検　
火
の
始
末
」

災害による被害を最小限に	 	
～新家地区に自主防災会が誕生～
　新たに、新家地区に自主防災会が結成され、
消火器、発電機、ヘルメット、ブルーシート、
投光器、強力ライトなどの防災資機材が配備さ
れました。
　今後は、日頃の防災活動や地域で発生した災
害へのいち早い対応など、地域防災の柱として
住民の安全を確保するための活発な活動が期待
されます。

問市消防本部警備救急課〔☎ (23)1125〕

大阪広域水道企業団との統合に関する検
討を行っています
　本市水道事業では、市民の皆さんに安全・安心
な水を安定的に供給するため、水道施設の老朽化
および耐震化対策に取り組んでいますが、近年で
は、人口減少に伴う給水収益の減少や技術者の確
保など、さまざまな課題を抱えています。
　今後も、水道水を安定的に供給し、持続可能な
事業運営をするためには、運営基盤の強化を図る
ことが必要であり、広域化・共同化もその対応策
の一つになるものと考えられます。
　本市水道事業では、大阪広域水道企業団と「水
道事業の統合に向けての検討、協議に関する覚書」
を締結し、その統合効果について検討をしています。
検討状況については、市ウェブサイト（上下水道総
務課のページ）をご覧ください。
問上下水道総務課（内線270）

マイナンバーカードの日曜交付
　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の
日程で開設します。申請者本人がお越しください。
とき　２月６日㈰、13日㈰、午前９時～正午
ところ　市役所１階市民窓口課
※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。
問市民窓口課（内線131、132）

9
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高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
推
進

委
員
会
の
委
員
を
募
集

　
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
施
策

の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
同
推

進
委
員
会
の
委
員
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

対
象
者
・
定
員　
本
市
在
住
の
第

１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
＝

１
人
、
第
２
号
の
被
保
険
者
（
40

歳
～
64
歳
）
＝
１
人

任
期　
令
和
４
年
４
月
１
日
㈮
か

ら
３
年
間

申
し
込
み　
２
月
１
日
㈫
～
、
高

齢
介
護
課
で
配
布
す
る
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、「
高
齢

者
が
自
ら
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
文

字
数
は
１
０
０
０
字
～
１
２
０
０

字
、用
紙
・
様
式
は
自
由
）を
添
え

て
、
２
月
28
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

に
、同
課（
内
線
１
７
５
、１
７
６
）

へ
。

※
作
文
で
１
次
選
考
、
面
接
で
２

次
選
考
し
ま
す
。
２
次
選
考
の
面

接
は
、
３
月
中
旬
に
実
施
予
定
で

す
。

公用車に掲載する広告を	
募集
広告期間　４月１日㈮～令和５
年３月31日㈮
広告料（月額）　後席ドア（両側）
２枚（50㎝×50㎝）＝3300円、
荷室ドア１枚（30㎝×50㎝）＝
1100円
申し込み　２月１日㈫～28日
㈪（必着）に申込書に必要事項
を記入し、必要書類を添えて行
政管理課（内線338、340）へ

（申し込み先着順）　
※必要書類など詳しくは、市
ウェブサイト（行政管理課の
ページ）をご覧ください。

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　12月17日、富田林ライオン
ズクラブと富田林市社会福祉協
議会が「災害時におけるボラン
ティア支援等に関する協定」を
締結しました。
　災害時には、ボランティアセ
ンターへの支援を行い、市とと
もに災害対応にあたっていただ
きます。

　12月22日、奥田　良久さ
んが、旭

きょく

日
じ つ

小
しょう

綬
じ ゅ

章
しょう

の受章報告
に市役所を訪ねられました。

　12月23日、橋川　光司さ
んが、瑞

ず い

寶
ほ う

單
た ん

光
こ う

章
しょう

の受章報告
に市役所を訪ねられました。

　12月21日、富田林ライオン
ズクラブ・富田林市社会福祉協
議会・本市共催による「フード
ドライブ寄贈物品贈呈式」が総
合福祉会館で開催されました。
　株式会社サンプラザをはじめ
関係団体などから善意の⾷品が、
富⽥林ライオンズクラブから絵
本・児童書が市内⼦ども⾷堂に
寄贈されました。

令和３年度
市職員採用資格	
試験を実施

試
験
職
種
《
採
用
予
定
人
数
》

・
事
務
職
上
級
（
一
般
）《
５
人
程

度
》

・
事
務
職
上
級
（
Ｉ
Ｔ
資
格
者
）

《
１
人
程
度
》

実
施
要
綱
な
ど
の
交
付　

２
月
10
日
㈭（
土
・
日
曜
日
を
除

く
、午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

ま
で
、
人
事
課
、金
剛
連
絡
所
で

交
付
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
事

課
の
ペ
ー
ジ
）
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
）。

※
２
月
９
日
㈬
ま
で
に
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
エ
ン
ト
リ
ー

フ
ォ
ー
ム
か
ら
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
資
格
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
実
施
要
綱
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
人
事
課(

内
線
３
２
２)

令和４年 4月採用
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市非常勤職員（会計年度任用職員）を募集
募集業務 受験資格 採用

人数 受付期間 試験日 担当課

①介護予防ケアマネ
ジメント業務

介護支援専門員および普通自動車運転免許を
有する人で、基本的なパソコン操作ができる人 １人 2 月 1 日㈫

～ 10 日㈭ 2 月 17 日㈭ 高齢介護課
（内線 183）

②幼稚園園務員業務 幼稚園において、環境整備業務や運営補助
に従事できる人（屋外作業含む） 若干名 2 月 1 日㈫

～ 9 日㈬
2 月 14 日㈪
～ 18 日㈮の
指定する日

教育総務課
（内線 352）

③学校校務員業務 学校において、環境整備業務や運営補助に
従事できる人（屋外作業含む） 若干名 2 月 1 日㈫

～ 9 日㈬
2 月 14 日㈪
～ 18 日㈮の
指定する日

教育総務課
（内線 352）

④幼稚園講師業務 幼稚園教諭免許を有する人、または令和４
年３月 31 日㈭までに取得見込みの人

５人
程度

2 月 1 日㈫
～ 10 日㈭

申し込み時に
随時

教育指導室
（内線 369）

⑤学校司書業務 司書もしくは司書教諭の資格を有する人、また
は令和４年３月 31日㈭までに取得見込みの人 若干名 2 月 1 日㈫

～ 10 日㈭
申し込み時に
随時

教育指導室
（内線 358）

⑥適応指導教室指導
員業務

教員免許を有し、不登校や子どもの悩みに
寄り添える人 若干名 2 月 1 日㈫

～ 10 日㈭
申し込み時に
随時

教育指導室
（内線 358）

⑦年金事務全般及び
窓口受付業務

年金事務所や市役所の窓口などで年金関係
の事務に従事した経験がある人 １人 2 月 1 日㈫

～ 8 日㈫ 2 月 11 日㈷ 保険年金課
（内線 170）

⑧旅券発給業務
窓口業務に従事した経験があり、基本的な
パソコン操作ができる人で、日曜日勤務が
可能な人

１人 2 月 1 日㈫
～ 10 日㈭

2 月 13 日㈰
（予備日、19
日㈯）

市民窓口課
（内線 131）

⑨ 18 歳未満の子ど
もの発達に関する心
理相談業務

公認心理師、臨床心理士、臨床発達心理士
のいずれかの資格を有し（令和４年３月 31
㈭までに資格取得見込みの人を含む）、発達
検査 (K 式、WISC など ) ができる人

１人 2 月 1 日㈫
～ 9 日㈬ 2 月 11 日㈷ こども未来室

（内線 208）

⑩保育園園務員業務
保育園の施設内外の清掃・環境整備等業務
に従事できる18歳以上の人（高校生は除く、
ただし令和 4 年 3 月 31 日㈭までに卒業見
込みの人は対象とする）

１人 2 月 1 日㈫
～ 16 日㈬ 2 月 20 日㈰ こども未来室

（内線 282・284）

⑪保健師業務 看護師・保健師免許を有する人 1 人 2 月 1 日㈫
～ 21 日㈪

申し込み時に
随時

健康づくり推進課
〔☎ (28)5520〕

⑫一般事務 基本的なパソコン操作ができる人で一般事
務・窓口業務に従事できる人 ー 2 月 1 日㈫

～ 14 日㈪ 登録制 人事課
（内線 323）

試験内容　面接試験（一部の業務は、書類審査などもあります）
※面接時間・場所、勤務日、業務内容、受験資格など詳しくは、市非常勤職員（会計年度任用職員）試験実施要領などをご覧ください。
合格発表　２月末日までに本人へ通知　
申し込み　所定の申込書に必要事項を記入し、写真を貼って、担当課へ（郵送不可）
※月～金曜日（祝日は除く）、午前 9 時～午後 5 時 30 分に受け付け。
※免許・資格が必要な業務は、資格証明書の写しを添付してください。
※申込書、同実施要領は担当課で配布（市ウェブサイト（人事課のページ）からダウンロードもできます）。

市
短
時
間
非
常
勤
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
募
集

募
集
職
種
《
担
当
課
》

●
市
立
幼
稚
園
介
助
員

《
教
育
指
導
室
（
内
線
３
６
９
）》

●
図
書
館
司
書

《
中
央
図
書
館〔
☎

（25）
４
９
２
１
〕》

●
児
童
館
教
育
指
導
員

《
児
童
館
〔
☎

（25）
０
６
６
６
〕》

●
児
童
館
給
食
調
理
員

《
児
童
館
〔
☎

（25）
０
６
６
６
〕》

●
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員（
補
助
員
）

《
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
８
２
）》

●
市
役
所
業
務
一
般
事
務
登
録
者

《
人
事
課
（
内
線
３
２
３
）》

※
勤
務
日
、
勤
務
地
、
業
務
内
容
、

申
し
込
み
方
法
、
申
し
込
み
期
間

な
ど
は
、
市
短
時
間
非
常
勤
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）募
集
要
領

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
、
同
募
集
要
領
は
担
当

課
で
配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
人
事
課
の
ペ
ー
ジ
）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。
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子
ど
も
食
堂
・	

居
場
所
づ
く
り
研
修
会

　
経
済
的
理
由
に
よ
り
入
院
し
て

出
産
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
妊
婦

に
対
し
て
、特
定
の
病
院（
助
産
施

設
）へ
の
入
所
措
置
を
行
う
こ
と
で
、

出
産
費
用
を
援
助
す
る
制
度
で
す
。

対
象
者　
生
活
保
護
受
給
世
帯
、

市
・
府
民
税
非
課
税
世
帯
の
妊
婦

※
一
部
負
担
金
が
必
要
で
す
。

助
産
施
設　
済
生
会
富
田
林
病
院
、

Ｐ
Ｌ
病
院
、
澤
井
産
婦
人
科
な
ど

※
入
院
す
る
前
に
必
ず
申
請
が
必

要
で
す
。

※
右
記
以
外
の
市
外
の
助
産
施
設

も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
０
５
）

助産制度を
ご存じですか

　
本
市
で
は
子
ど
も
食
堂
を
は
じ

め
と
す
る
「
居
場
所
」
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、「
子
ど
も
食

堂
・
居
場
所
づ
く
り
で
創
る
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
～
誰
も
「
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
」
に
し
な
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
～
」
と
題
し
て
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
、
居
場
所
づ
く
り

活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
人
、
こ
れ

か
ら
関
わ
っ
て
み
た
い
と
お
考
え

の
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　
３
月
６
日
㈰
、
午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
市
消
防
本
部

定
員　
50
人　
参
加
費　
無
料

講
師　
金
澤　
ま
す
み
さ
ん
（
桃

山
学
院
大
学
准
教
授
）

申
し
込
み　
２
月
７
日
㈪
～
25
日

㈮
、市
社
会
福
祉
協
議
会〔
☎

（25）

８
２
０
０
〕へ（
申
し
込
み
先
着
順
）

問
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
８
３
）

～
子
ど
も
た
ち
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～

府立南大阪高等職業技術専門校４月入校生募集
募集科目　①自動車・車体整備科、②電気主任技術科、③
情報通信科、④Ｗｅｂシステム開発科、⑤化学ビジネス科
応募資格　①は18歳以上44歳以下の人、②⑤は18歳以上
の人、③④は18歳以上34歳以下の人　
募集人数　各若干名
授業料　年間11万8800円（その他、入校料や教科書代な
どが別途必要です）
※２月７日 ㈪、３月２日㈬＝施設見学会を同専門校（和
泉市テクノステージ二丁目３の５）で実施します（いずれ
も午後１時15分～）。　
※試験日や申し込み方法など詳しくは、同専門校ウェブサ
イト〔https://www.pref.osaka.lg.jp/tc-miosaka/top-p 
age/〕をご覧ください。
問同専門校〔☎0725(53)3005〕

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
就
任

　
令
和
３
年
12
月
の
市
議
会
定

例
会
で
の
同
意
を
得
て
、
令
和

４
年
１
月
１
日
付
で
次
の
人
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

《
再
任
》

鈴す
ず

木き　
信し

ん

治じ

さ
ん

松ま
つ

本も
と　
健け

ん

次じ

さ
ん

《
新
任
》

小こ

林ば
や
し　
邦く

に

子こ

さ
ん

問
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

事
務
局(

内
線
４
９
１)

働
き
方
改
革
推
進
セ
ミ
ナ
ー

　
大
阪
働
き
方
改
革
推
進
支
援
・

賃
金
相
談
セ
ン
タ
ー
の
特
定
社
会

保
険
労
務
士
の
増
田　
哲
也
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
柔
軟
な
働
き
方

の
導
入
（
在
宅
勤
務
、
時
差
出
勤
、

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
、テ
レ
ワ
ー

ク
な
ど
）
に
よ
る
就
業
規
則
の
改

定
な
ど
と
、
人
材
確
保
・
定
着
の

た
め
の
職
場
環
境
整
備
（
雇
用
管

理
改
善
）
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

て
も
ら
い
ま
す
。

と
き　
３
月
３
日
㈭
、
午
後
２
時

～
３
時
30
分

※
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
利
用
し
た
講

座
で
す
。

対
象
者　
中
小
企
業
経
営
者
、
労

務
管
理
担
当
者
、
労
働
者
な
ど

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
２
月
７
日
㈪
～
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
商
工
観
光
課
の

ペ
ー
ジ
）
内
専
用
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
み
（
電
話
申
し
込
み

不
可
）

～
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
た
雇
用
労
務
管
理
お
よ
び

労
働
環
境
整
備
（
雇
用
管
理
改
善
）
～

12広報とんだばやし2022年２月号



成人用肺炎球菌予防接種
～65歳以上で同予防接種を初めて受
ける人に公費助成を実施しています～

　
本
市
で
は
、
65
歳
以
上
で
接
種

を
希
望
す
る
人
に
公
費
助
成
を
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
本
市
に
よ
る

公
費
助
成
は
生
涯
に
一
度
限
り
で

す
。

対
象
者　
接
種
日
に
本
市
に
住
民

登
録
を
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
公

費
助
成
を
受
け
て
接
種
し
た
こ
と

が
な
く
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ

か
を
満
た
す
人

①
国
が
指
定
す
る
定
期
接
種
の
対

象
者

・
昭
和
31
年
４
月
２
日
～
32
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
26
年
４
月
２
日
～
27
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
21
年
４
月
２
日
～
22
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
16
年
４
月
２
日
～
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
11
年
４
月
２
日
～
12
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和
６
年
４
月
２
日
～
７
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
大
正
15
年
４
月
２
日
～
昭
和
２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
大
正
10
年
４
月
２
日
～
11
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
り
免
疫
機

能
に
障
が
い
を
有
す
る
人
（
身
体

障
が
い
者
手
帳
１
級
を
有
す
る
人

ま
た
は
同
程
度
の
障
が
い
が
あ
る

人
）

③
満
65
歳
以
上
で
①
以
外
の
人

費
用　
３
０
０
０
円　

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
で
、
①
の

人
は
３
月
31
日
㈭
ま
で
生
涯
に
一

度
限
り
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
接
種
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
４
月
１
日
㈮

以
降
は
対
象
の
生
年
月
日
が
変
わ

り
ま
す
）。

※
接
種
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
直
接
医
療
機
関

に
行
っ
て
も
助
成
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　

保
健
セ
ン
タ
ー 

〔
☎

（28）
５
５
２
０
〕
へ

※
申
込
者
に
予
診
票
と
実
施
医
療

機
関
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

予
診
票
が
届
き
ま
し
た
ら
、
希
望

す
る
実
施
医
療
機
関
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

※
実
施
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。特定不妊治療費・不育症治療費の助成

■特定不妊治療費助成
　特定不妊治療に要する費用の負担軽減を図るた
め、府などが実施する同助成制度の承認を受けた、
本市に住民登録をしている夫婦を対象に助成金を
交付しています。
　特定不妊治療の過程における、男性不妊治療に	
要した費用の一部も助成の対象です。
■不育症治療費助成
　不育症治療を受けている夫婦の経済的負担の軽
減を図るため、不育症治療費の助成を実施してい
ます。
　不育症とは、妊娠はするけれど、流産・死産な
どを繰り返してしまう病気で、一般的に２回連続
した流産・死産があれば不育症と診断されます。
　不育症は、珍しい病気ではなく、早い段階で適
切な診断や治療を受けることで85％以上という
高い治療効果が得られ、出産できるといわれてい
ます。
※助成を受けるためには、申請が必要です。申請
期限がありますのでご注意ください。
※各助成制度の内容や申請方法など詳しくは、お
問い合わせいただくか、市ウェブサイト（健康づ
くり推進課のページ）をご覧ください。また、申
請書も同ページからダウンロードできます。
問保健センター〔☎ (28)5520〕

南河内環境事業組合の入札参加資格申請を	
追加受け付け
　同組合では、令和4・５年度の建設工事や測量・建
設コンサルタントなどの業務への入札参加資格申請を
追加で受け付けします。
※令和３年度に受け付けをしている場合は、申請の必
要はありません。
登録有効期間　４月１日㈮～令和６年３月31日㈰
申請書提出要領の配布　２月18日㈮（土・日曜日、
祝日を除く午前９時～午後５時30分）まで、同組合
総務企画課（〒584-0054甘南備2345）で配布
※同組合ホームページ〔http://www.minamikawa 
chi-kankyo.or.jp/〕からダウンロードもできます。
申請方法　２月１日㈫～18日㈮（消印有効）に、申
請書提出要領に基づき作成した書類を同組合総務企画
課〔☎ (33)6584〕へ郵送（持参不可）
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さ
ま
ざ
ま
な
家
族
の
か
た
ち

～
多
様
性
を
認
め
あ
う
社
会
へ
～

人
権
・
男
女
共
同
参
画
特
集

■
多
様
性
と
は

　
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
は
、
日
本

語
で
は
「
多
様
性
」
と
訳
さ
れ
て

い
ま
す
。「
た
く
さ
ん
の
あ
り
さ

ま
」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
日
本
で
は
、働
き
方
改
革
や
、女

性
や
外
国
人
の
雇
用
促
進
な
ど
ビ

ジ
ネ
ス
の
分
野
に
お
い
て
、
性
別
、

国
籍
、
人
種
、
年
齢
、
障
が
い
の

有
無
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
あ

る
人
材
を
ど
う
活い

か
し
て
い
く
か

と
い
う
観
点
で
使
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
言
葉
で
す
。

　
一
方
、
国
際
社
会
で
は
、
外
見

で
判
断
で
き
る
よ
う
な
わ
か
り
や

す
い
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
生
活

ス
タ
イ
ル
、
価
値
観
や
宗
教
、
性

自
認
、
性
的
指
向
な
ど
、
表
面
的

に
現
れ
て
こ
な
い
違
い
を
認
め
合

い
、
ど
ん
な
人
で
も
等
し
く
生
き

る
権
利
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
指
し

て
い
ま
す
。

■
多
様
な
生
き
方

　
社
会
構
造
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

個
人
の
意
識
の
変
化
に
よ
り
、
結

婚
・
家
族
に
つ
い
て
の
価
値
観
も

多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
結
婚
を
選

択
し
な
い
・
で
き
な
い
カ
ッ
プ
ル

や
、
シ
ン
グ
ル
で
生
き
る
こ
と
を

選
ん
だ
り
、
離
婚
や
再
婚
を
経
験

し
た
り
す
る
人
は
珍
し
く
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
、
代
理
出
産
で
子
ど

も
を
授
か
る
人
、血
縁
が
な
く
て
も

互
い
に
支
え
合
っ
て
生
活
す
る
家

族
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
家
族
、
夫

婦
、
親
子
像
に
当
て
は
ま
ら
な
い
、

新
し
い
家
族
の
か
た
ち
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

■
選
択
的
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

　
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
出

産
に
対
す
る
考
え
方
も
多
様
化
し

て
い
ま
す
。

　
「
選
択
的
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
」は
、

自
分
の
意
思
で
、
結
婚
を
選
択
せ

ず
に
、
出
産
、
子
育
て
を
す
る
女

性
の
こ
と
で
す
。

　
「
子
ど
も
の
出
生
は
婚
姻
の
中

で
す
る
ほ
う
が
よ
い
」「
両
親
が
揃

っ
て
い
な
い
と
子
ど
も
が
か
わ
い

そ
う
」
と
い
う
意
識
が
強
い
日
本

で
は
、
選
択
的
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

に
偏
見
を
持
つ
人
が
多
い
の
が
現

状
で
す
。

　
子
ど
も
の
幸
せ
は
、
家
族
構
成

で
決
ま
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
多
様
な
価
値
観
や
選
択
が
受
け

入
れ
ら
れ
、
全
て
の
人
の
人
権
が

守
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、

法
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
全

体
の
改
革
が
必
要
で
す
。

■
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の	

カ
ッ
プ
ル
と
子
ど
も

　
現
在
、
日
本
で
は
、
同
性
同
士

の
結
婚
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
大
切
な
人
と
一
緒
に

い
た
い
、
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
い
と
思
う
気

持
ち
は
、
誰
も
が
同
じ
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
同
性

同
士
な
ど
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
カ
ッ
プ
ル
を
、
結
婚
に
相
当
す

る
関
係
と
認
め
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
」
が
全
国
の
自
治
体

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
中
に
は
、
精

子
・
卵
子
の
提
供
を
受
け
て
出
産

す
る
人
な
ど
も
い
ま
す
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
で
は
、

　
昨
夏
開
催
さ
れ
た
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
「
多
様
性
と
調
和
」
が
、
理
念
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
人
種
や
性
別
、
言
語
、
宗
教
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
違
い

を
互
い
に
認
め
合
い
、
多
様
な
考
え
を
活い

か
し
な
が
ら
社
会
を
前
へ
と

進
め
る
考
え
方
で
す
。

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線
４
７
１
）

※同制度は、本市でも令和２年７月
からスタートし、現在３組がパート
ナーシップの宣誓をしました。

宣誓書受領証交付の様子宣誓書受領証交付の様子
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当
事
者
２
人
の
関
係
は
認
め
て
も
、

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
存
在
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、
大
人
同
士
の
パ
ー
ト
ナ
ー

の
関
係
性
だ
け
で
な
く
、
そ
の
カ

ッ
プ
ル
が
育
て
る
子
ど
も
を
含
め

て
、
家
族
と
し
て
認
め
る
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」
の
導
入
に

向
け
た
動
き
も
全
国
の
自
治
体
で

少
し
ず
つ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

■
多
様
な
家
族
の
か
た
ち
を	

認
め
合
お
う

　
私
た
ち
が
生
活
す
る
社
会
は
、

「
法
律
婚
を
し
て
い
る
夫
婦
＋
子

ど
も
」
を
ベ
ー
ス
に
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
事
実
婚
を
し
て
い
る

カ
ッ
プ
ル
や
、
新
し
い
家
族
形
態

は
、
実
態
と
し
て
家
族
と
し
て
生

活
し
て
い
て
も
、
法
的
に
は
認
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
一
般
的
な

家
族
が
受
け
ら
れ
る
所
得
税
の
配

偶
者
控
除
や
相
続
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
制
度
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
今
、
決
ま
っ
て
い
る
制
度
か
ら

外
れ
た
人
た
ち
は
、
自
分
が
希
望

す
る
生
き
方
や
家
族
の
か
た
ち
を

諦
め
な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
「
社
会
」を
構
成
し
て
い
る
の
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
で
す
。

　
そ
こ
に
は
多
様
な
人
が
い
て
、多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
や
性
質・価

値
観
が
あ
り
、
多
様
な
生
き
方
・

家
族
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
自
分
の
普
通｣

と

「
他
人
の
普
通
」と
は
違
う
と
い
う

こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
し
て
、違
い
を
受
け
入
れ
、互

い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
、
誰
も

が
生
き
や
す
く
、
多
様
性
を
認
め

男女共同参画フォーラム
①誰でも今すぐできる防災術～もしもに備えるいつも～
　東日本大震災と熊本地震を経験した防災士の柳原　志保さんを
講師に迎え、性別や年齢などに関わらず、どんな立場の人でもで
きる暮らし目線の「防災」「減災」「備災」について紹介します。
とき　２月26日㈯、午後１時30分～３時　
ところ　すばるホール　
定員　100人　参加費　無料　
申し込み　２月21日㈪までに、市ウェブサイト（人権・市民協
働課のページ）の申し込みフォームまたはＥメールで
住所、氏名、電話番号を記入し、人権・市民協働課

〔（内線472）・Ｅメール jinken@city.tondabayashi.
lg.jp〕へ（申し込み多数の場合抽選、定員に満たない場合は当
日先着順）
※手話通訳・要約筆記あり。
※男女共同参画センターウィズ登録団体のパネル展示も開催。
※託児あり（定員５人、おおむね２歳～就学前の幼児対象、当日
直接会場へ）。

②自分とつながる～ココロとカラダに学ぶ自分軸の生き方～
　自分の心と身体に相談しながら、日々の人生を積み重ねていく。
そんな「新しい生き方」を一緒に感じてみませんか。
とき　２月26日㈯、午前10時15分～11時45分　
ところ　すばるホール　
定員　18人（託児あり）　参加費　無料　
申し込み　 ２ 月 ７ 日 ㈪ ～23日 ㈷ に、 Ｎ Ｐ Ｏ 富 田 林 ハ ー ト
セ ラ ピ ー 協 会〔 ☎090(9547)5179・ Ｅ メ ー ル
tonheart333@gmail.com〕へ（申し込み先着順）　
※同協会のＬＩＮＥ公式アカウントからも申し込みでき
ます（右図のＱＲコードからアクセスできます）。

③ SDGs とは？今、私たちにできること
　SDGs とは「持続可能な開発目標」の略称で、2030年までに
達成をめざす17の目標を掲げています。
　目標５の「ジェンダー平等を実現しよう」を中心
に、私たちに何ができるか考えます。
とき　２月26日㈯、午前10時～正午
ところ　すばるホール　
定員　20人（託児あり）　参加費　無料　
申し込み　２月７日㈪～25日㈮に、富田林の女性問題を考える
会〔☎090(1956)9448〕へ（申し込み先着順）
※②③託児あり（あわせて定員５人、申し込み先着順）。希望者は、
２月７日㈪～18日㈮に、人権・市民協働課（内線472）へ。

合
う
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
き
っ
か

け
に
、「
多
様
性
」
が
広
く
理
解
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
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